








































































































































































































l) 0歳児保育 75.4％ 83.1%
2）延長保育 32.6％ 61.5％
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んとこしよ ！どっこいしょ ！」とかけ声をかけると、 さあひっぱるぞ～という気持ちが見
られ一緒に引き元気なかけ声が聞かれ、かぶが抜けた瞬間保護者からたくさんの拍手をい
ただき子ども、保護者、保育士が一緒に共感できすばらしい参観になった｡“
保育者はさらに「父母に保育所の行事に参加していただいた事により保育現状を知り、共通
の体験を持てたことで意思の疎通が少し出来たと思う｣圏と記している。日頃、親にとって相
談したくても相談できない保育者とコミュニケーションを取る手立てとなるものは、ここでは
具体的「もの」である絵本であった。子どもの絵本とのかかわりの様子を連絡帳を通して親に
伝え知ってもらい、絵本を仲立ちにして、保育者、子ども、親が、互いに共通の体験と共通の
言葉を持ち、相互理解が徐々に促進されていく様子がわかる。
4期(1．2･3月）も引き続いて絵本の貸し出しが行われ、 1月には、 4月から行われてき
たわらべうたや絵本を取り入れた保育によって子どもと保護者がどのように変化したかを問う
アンケート調査を実施した。回答には「絵本やわらべうたを通して子どもとの接触が増えた」
「父親も一生懸命読み聞かせをするようになった」など、絵本を仲立ちにして親子のコミュニ
ケーションが確実に促進されている様子が示されている。中でも、 「親が子どもからうたを教
えてもらって一緒に遊んでいる」という記述があるが、これこそ保育者と子どものかかわりを
経て、親が子どもとの新たなかかわり方を発見したことの証明であると言えよう。
3.3子ども－保育者一親の交流を保障する保育者によるブックスタートの可能性
東郷保育所の取り組みは、子育て支援としてのプックスタートへの保育者の連携について大
きな示唆を与えている。それは保育者がブックスタート運動に連携することで、子どもは保育
者と親から愛情に満ちたことばを語りかけられる温かい時間が継続的に保障されるということ
だ。また親は絵本を仲立ちとした楽しい関わりを保育者と共有することにより、子どもとも保
育者ともコミュニケーションのきっかけを与えられるのだ。
保育者を信頼はしているものの、相談相手にはしづらいという親の意識と、親とのコミュニ
ケーションが不十分と感じる保育者の意識のずれを解決する手立てとして、 また、子どもが愛
情豊かに育まれ、親の子育てを支援する手立てとして、保育者がプックスタート運動に関わる
意義は高いだろう。
東郷保育所では、 日常の保育に具体的「もの」である絵本を積極的に取り入れることによっ
て、保育者が日々温かいことばで満ちた楽しい時を子どもたちに保障していた。保育者と子ど
も間に成立するこうした楽しい交流は、保育者の啓蒙として親に伝えられるのではなく、子ど
もから親へ直に伝播する。そこから生まれた親の喜びは保育者理解と保育者との交流へと連
なっていく。
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コミュニケーションが苦手な親に対して保育者が、間接的ではあるが積極的なアプローチを
示すことで、子育ては楽しく豊かな行為であるという意識を喚起させることは可能だ。子育て
支援は親の子育てにかかる時間的精神的負担を軽減するための居場所と時間を提供すると同時
に、保育者の専門性を活かして、子育てそのものの楽しさや豊かさを親に実感させる子どもと
の関わり方も提示されるべきであろう。
なお、東郷保育所でのこの実践例は保育所に通所している1，2歳児を対象としているが、他
の年齢、および地域子育て支援センターでの保育実践でも可能であると思われる。
4 おわりに
「子育て支援が定着したのに子育てしやすい社会という実感が得られない｣鯛という言葉を
目にした時、子どもの発達保障と、親の子育て支援はどうあるべきかという課題を今更ながら
突きつけられた思いがした。当然のことながら独り子育てをがんばっている親に時間と場所、
情報の提供を行い、育児の重労働とストレスの軽減を図らなければならない。同時に、 「子育
て支援」ということばが広く行き渡った今日、子育ての楽しさを実感することで、親の子育て
不安が解消され、子どもにとっての最善の利益が保障される子育て支援のあり方を考えなけれ
ばならない。そのあり方の1つを東郷保育所の取り組みに見た。ここには、ブックスタートの
「赤ちゃんと絵本をとおして楽しい時間を共有する」という基本理念が日々の保育の中で実現
されていた。さらにこの楽しい時間は、保育者を仲立ちとして親と子に継続的に保障されてい
た。保育者は保育所での子どもと絵本の読み合いを通して発見した、その子なりの楽しみ方を
保護者に伝え、保護者に子どもと保育者への理解を促がした。子育てのプロである保育者が、
子どもと親と弛みない交流を持ち、子育ての楽しさを自然に伝えていくこの取り組みは、保育
者だからこそ可能となる子育て支援策と言えるのではないだろうか。こうしてきっかけを与え
られた子どもと親の喜びの共有は、様々な場面で子育ての楽しさ豊かさをもたらすことになる
であろう。
｜
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